
用ポリオレフィン、ポリエチレンテレフタレートなど

が用いられる。一方、粘着層には、天然ゴムやアクリ

ルゴム、SISなどのスチレン系エラストマーなどのゴ

ム系材料、エチレン・酢酸ビニル共重合体（EVA）や

LLDPEなどの軟質ポリオレフィン系材料が用いられ

る。一般に、ゴム系材料では粘着力が高く、軟質ポリ

オレフィン系材料では低い。FPDなどの光学機器では、

表面への糊残りが敬遠されることから、主に粘着力の

低い軟質ポリオレフィン系材料が用いられる。また、

粘着層がポリオレフィン系材料の場合は、基材層を構

成する汎用ポリオレフィンとの共押出成形が可能とな

り、コストパフォーマンスに優れるため、本構成のマ

スキングフィルムの生産量が増加している。

当社では、これまで、共押出タイプの粘着層として

（ 83 ）
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１．はじめに

マスキングフィルムは、材料表面のキズ、汚染、腐

食を防止するフィルムであり、塗装鋼板、プラスチッ

ク板、自動車や牡 じめ どの光 瀧るポ 優いられ





優れた粘着性能を有している（図２）。広い温度領域

において安定した粘着力を示すことから、光学機器用




